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足柄上病院での新型コロナウイルス感染症患者動向 

 

１ 新型コロナウイルス感染症対応の経緯〔摘要〕 

 ・令和２年２月 クルーズ船ダイヤモンド・プリンセス号集団感染対応に医師派遣 

 ・ 〃  ４月１日 中等症患者を受け入れる「重点医療機関」指定 

          （令和２年度の入院延べ患者数 2,141人。実患者数 162人） 

 ・令和３年７月 28日 病床確保フェーズ「４」引上。確保病床 28に移行 

 

２ 新型コロナウイルス感染症入院患者状況 

 
２年度 

４月 ５月 ６月 ７月 
８月 計 

4～8 月 年度 月平均 10 日迄 

入院延患者数 人 2,141 178.4 165 277 294 339 266 1,341 

実患者数   人 162 13.5 17 21 17 34 36 125 

患者平均年齢 歳 70  61 60 69 53 51  

 

３ 近時の顕著な動向（８月中旬現在） 

(１) 地元住民が入院患者に占める割合の増加  

   ① 令和２年度 

     実患者数 162人のちょうど半数が県西医療圏（小田原、足柄上保健所管内）

から、残る半数がその他医療圏からの入院患者であった。 

   ② 令和３年度（４月～７月。８月は詳細集計中） 

     実患者数 89 人の 79％が県西医療圏（小田原、足柄上保健所管内）から、

21％がその他医療圏からの入院患者であり、隣接する湘南西部医療圏（平塚、

秦野保健所管内）の 18％を合わせれば、近隣でほぼ全数（97％）を占めるに

至った。 
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